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２・３学期も各校にて小中一貫・連携の取り組みが行われました！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

郡山第六中学校では、１１月１５日（水）、小中連携授業研究会を実施し、研究授業の提

供と学区内小学校の教職員とともに、KJ 法に基づく授業分析を実施しました。また、大槻中学校

の古川尚弘校長をお招きし、「効果的な小中連携事業をめざして」のテーマのもと、大槻中学校区

における小中連携事業の取り組みや課題について講話をいただきました。研究会を通じて、本校学

区における課題を確認するとともに、今後の教科指導の在り方について理解を深めることができ

ました。また、２～３学期にかけて校内で小学生の作品展示を行いました。 
 

 
 
 
 
 
 

富田西小学校では、１１月２日（木）に４年生の国語「心に残ったことを感想文に書

こう『プラタナスの木』」の単元で第２回全体授業、１２月４日（月）に２年生の国語「組み

立てを考えて、はっぴょうしよう『あったらいいな、こんなもの』」の単元で第３回全体授業

を行いました。 
「自分の考えを工夫して表現し、学び合うことができる児童」を目指して、「付けたい力に

ふさわしい言語活動の位置付け」「主体的に取り組む学習過程の工夫」「言語活動を支える環境

づくりの工夫」の３つの手立てのもと、授業研究を進めてきました。事後研究会では、低中高

の３つのグループに分かれ、付箋紙と模造紙を使いながら成果と課題について話し合いをしま

した。また、他校の先生方からは感想用紙にコメントをいただきました。研究授業で学んだこ

とは、日々の授業に生かしてきました。 
 
 
 
 

 
 

桑野小学校では、本校主題「つながる学び ～主体的・対話的で深い学びとその支援の在り

方～」に向け、上越教育大学の阿部隆幸先生をお招きし、授業公開及び講座を開催し、研修しまし

た。研修では、子どもと子どもの信頼を基盤とした協同的な学びが高まるように、昨年度から本校

で取り入れているオープン・クエスチョンをよりスムーズに行うための方法や話し合いを束ねてい

く手法などについて学び、日常の授業の中に取り入れていくようにしました。 
 これまでの実践における成果として、特に「学びの協同化」における話し合いの工夫（話し合う

ための方法や形態を工夫したり、オープン・クエスチョンの例を示したりした）により、活発な話

し合いがなされただけでなく、他者の発表のよさを理解したり全体での発表に活かしたりするよう

になりました。ホワイトボードを用いて記録することも各学年で定着してきました。 
 課題としては、話し合っている内容をいかに教師が見取り、授業にどうコーディネートしていく

かを考えていくかが挙げられました。 
 
 
 
 
 
 
 

小山田小学校では、今年度も、研究主題を「思考 
力・表現力を育む算数科の指導」と設定し、研究授業を進め 
てきました。１０月３日（火）には、３学年の「かけ算の筆 
算（１）」という単元で、第２回目の授業研究全体会を実施し 
ました。そこでは、主に、思考力･表現力を育てるために、「既 
習事項の活用」「ネームプレートによる自力解決方法の可視 
化」「説明の際の自他の考えの比較」という手だては有効かど 
うか検証しました。若干既習事項を使っても自力解決するこ 
とができない子がいることが予想されたためヒントカードを 
準備しましたが、それを渡すタイミングや使い方の助言に課

題が残りました。また、自分の考えが変わった場合、随時ネームプレートを移動させた方が、リア

ルタイムに子ども達の考えを可視化できたのではないかという意見や、子ども達に自他の考えを比

較検討させながら、上手く話し合いをコーディネートし、算数的な見方･考え方に気づかせていたと

いう意見が、事後研究会で出されました。指導助言の土屋指導主事からは、「『計算する』『合わせる』

という部分を大切にした授業だった。」「話すだけではなく、書く活動を重視してほしい。」「適用問

題を１つやり、ペアでやり方を説明させ、分かったかどうかを本人に納得させ、定着を図ることも

大切である。」等のご指導をいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
郡山第六中学区エリアスタンダードを作成 

しました 
 
今年度、各校現職担当が協議を重ね、六中学区に

おける各発達段階における学習や生活の指針を明

示した「エリアスタンダード」を作成しました。本

学区の小中一貫・連携教育をさらに強化するため

に、各校とも児童生徒の目につく場所に掲示する

など、次年度より活用をしてまいります。 
 
 
 
 
 
 


